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今
月
は
自
然
災
害
へ
の
備
え
に

つ
い
て
４
つ
の
項
目
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　家族で災害に

ついて、日ごろか

ら話し合ってお

きましょう。

　災害は突然

襲ってきます。家

族が一緒の時に起こるとは限りません。そ

のような時でも慌てずに済むように、家族一

人ひとりがやるべきこと、避難の方法、避難

経路、避難する場所、連絡の方法などにつ

いてよく話し合っておきましょう。

　日ごろから気象情報や災害に関する情報

を入手できるようにしておくことは大切なこ

とです。特に、避難情報や気象警報の情報

は、自分の身を守ることにつながります。　

　市では、災害情報、避難情報などをお知

らせする「災害情報等配信サービス」を行っ

ています。自宅の電話・ファクス・携帯電

話に、災害や避難情報が自動配信されます

のでぜひ登録してください。

　また、福岡県も「防災メール・まもるくん」

の運用を行っています。詳細は、防災安全課

までお尋ねください。

　非常持出品は、家族の構成を考えて災害時に必要なも

のを用意しておきましょう。

また、避難時は時間的な余裕がありませんので、すぐに取

り出せる場所に保管しておくこと。

最初に持ち出す非常持出品と災害発生から復旧が始まる

までの数日間を支える備蓄品（３日分、可能なら１週間分）

も用意しておきましょう。

　普段から少し多めに食材、加工品を買っておき、使ったら

使った分だけ新しく買い足していくことで、常に一定量の食

料を家に備蓄しておく方法をローリングストックと言いま

す。

　平成 30 年西日本豪雨の被害を教訓に、気象庁は５月末

から水害・土砂災害の防災気象情報に「５段階（１～５）の

警戒レベル」の運用を開始しました。それに伴い本市でも

危険度を分かりやすく示した警戒レベルで避難勧告などを

発令します。

　土砂災害の危険性のある特別警戒区域（レッドゾーン）

や警戒区域（イエローゾーン）とその周辺にお住まいの人、

御笠川沿いの浸水想定区域や周辺の人は、早めの準備と

避難のタイミングに注意して、“自分の命、家族の命”を守

りましょう。

警戒レベル１・２は気象庁発令、３・４・５は市が発令します。

❷非常持出品と備蓄品❷ 非常持出品と備蓄品❶ 家族で災害について話し合う❶ 家族で災害について話し合う

❹ ５段階の防災気象情報❹ ５段階の防災気象情報❸ 災害時の情報の確認❸ 災害時の情報の確認
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